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一般質問

問	

こ
れ
ま
で
の
福
祉
計
画
に

お
け
る
数
値
目
標
の
設
定
根
拠

は
。

答	
福
祉
課
長　
障
害
者
総

合
支
援
法
の
趣
旨
お
よ
び
、
市

の
第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画
を

踏
ま
え
設
定
。

問	

目
標
数
値
は
ほ
と
ん
ど
達

成
し
て
い
な
い
。
30
年
度
か
ら

の
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
で

は
、
本
市
の
現
状
を
認
識
し
た

上
で
の
数
値
目
標
を
立
て
る
べ

き
で
は
。

答	

福
祉
課
長　
基
礎
デ
ー

タ
の
整
理
分
析
、
第
４
期
障
が

い
福
祉
計
画
の
達
成
状
況
を
検

証
す
る
。

問	

第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計

画
の
策
定
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
児
に
関
わ
る
委
員
を
増

員
す
べ
き
で
は
。

答	

福
祉
課
長　
今
後
検
討

す
る
。

問	

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
今
ま

で
の
対
応
と
今
後
は
。

答	

福
祉
課
長　
関
係
各
課

で
必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
は
関
係
機
関
で
連
携
し
、

市
単
独
、
ま
た
は
圏
域
内
の
設

置
を
検
討
す
る
。

問	

障
が
い
児
の
セ
ル
フ
プ
ラ

ン
率
は
同
規
模
の
他
市
町
と
比

較
し
て
高
い
。
そ
の
原
因
は
。

答	

福
祉
課
長　
相
談
員
不

足
と
従
前
か
ら
の
移
行
が
ス
ム

ー
ズ
で
な
い
こ
と
。

問	

広
域
も
含
め
て
基
幹
セ
ン

タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

答	

福
祉
課
長　
現
在
、
課

題
の
解
決
と
併
せ
検
討
し
て
い

る
。

問	

30
年
度
か
ら
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
で
、
健
康
状
態
の
継
続
、

社
会
保
障
費
の
抑
制
と
い
う
観

点
か
ら
、
要
介
護
認
定
率
の
目

標
を
立
て
な
い
か
。

答	

民
生
部
長　
認
定
率
が

国
の
提
示
す
る
目
標
指
標
と
な

っ
た
場
合
、
設
定
す
る
こ
と
に

な
る
。

問	

事
業
所
の
努
力
で
要
介
護

度
が
維
持
改
善
さ
れ
る
部
分
も

あ
る
。
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
は

考
え
な
い
か
。

答	

民
生
部
長　
現
在
は
考

え
て
い
な
い
が
、
栄
誉
、
啓
発

に
関
し
て
は
今
後
研
究
し
て
い

く
。

問	

要
介
護
状
態
の
維
持
改
善

に
対
し
、
国
か
ら
自
治
体
に
財

政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

が
制
度
化
さ
れ
る
。
有
効
に
活

用
す
る
考
え
は
。

答	

民
生
部
長　
制
度
化
さ

れ
れ
ば
活
用
し
た
い
。

問	

よ
り
医
療
と
介
護
の
連

携
・
医
療
計
画
と
の
整
合
性
が

重
要
に
な
る
。
医
療
機
関
や
県

と
の
連
携
は
。

答	

民
生
部
長　
県
も
協
議

中
で
あ
る
。
そ
の
情
報
収
集
に

努
め
、
医
療
・
介
護
資
源
の
効

果
的
、
効
率
的
な
活
用
の
観
点

か
ら
医
師
会
と
連
携
し
広
域
で

取
り
組
み
た
い
。

問 

新
た
な
福
祉
計
画
で
児
童
に
注
力
を

答 

課
題
解
決
と
環
境
整
備
に
全
力

問
答

福祉計画で医療と
介護の連携を

暮らしに密着した
事業検討
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